
　以下の問いに答えよ。１

　     のとき







 ア である。

　，を実数とする。の次方程式    が解 は虚数単位を持つとき

　　この方程式の実数解は イ であり， ウエ ， オカ である。

　からまでの自然数のうち，の倍数である数の個数は キクケ 個あり，で割り切れる

　　数の個数は コサ 個である。また，と互いに素である数の個数は， シスセ 個ある。

　男子人，女子人の中から無作為に人を選ぶとき，少なくとも人女子が含まれている確率

　　は
ソタ

チツ
である。

　  


    を満たす関数  は，   テト  ナ である。
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　以下の問いに答えよ。２

　空間内の点， ， ， ，， ，， ， について

　　　　　  ニ ，  ヌ  ネ ，･ ノ

　　である。また，の面積は，
ハヒ

 フ
である。

　直線，のなす角の等分線は，

　　
ヘホ

マ
または

ミ

ム
である。

　，  を定数とする放物線  がある。この放物線が点 ， を通るとき

　
 メ 

モ 
である。さらに，が以外の実数全体を動くとき，放物線の頂点の座標成分，

　は


ヤ   ユ
という関係式を満たす。
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　     について以下の問いに答えよ。３

　 とおくと ヨ  
ラ

リ
 である。

　　したがって，の変域は ル  レ である。ただし，
ラ

リ


　　とする。

　  をで表した式を  とすると，  
ロ

ワ

 
ン

あ
である。

　  は，
い

う
のとき最大値 え 

お

か
，

　　 き ，
く

け
のとき最小値 こさ をとる。
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　以下の問いに答えよ。４

　初項で，第項から第項までの和がであるような等差数列  がある。

　　  の公差は しす である。

　　  の値は，第 せそ 項から負となる。

　　初項からの和が最大となるのは第 たち 項であり，最大値は つてと である。

　一般項が，  
 

     
で表される数列  がある。

　　，を定数とし，数列  の一般項を  
 

  
と定義する。

　　　つの数列  ，  について         が成り立つとき，

　　　 なに ， ぬ である。

　　数列  の初項から第項までの和は， ね である。解答は，下記の解答群①～⑥の中から

　　　最も適切な番号をつ選び解答欄にマークせよ。

　　　　　　①
  

     
　　　②

  

     
　　　③

 

     

　　　　　　④


     
　　　⑤

  

     
　　　⑥

  

     
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